ポスターセッション

タイトル：人と動物のかかわりあい：多角的視点に気づく
制作者：大山　全代
対象学習者：小学生2年～4年（国際児及び米国生まれ）
学習状況：国語1年生の読み可能・言語レベルと学習レベルに差あり
学習スタイル：視覚空間、身体、言語、音、論理、人間関係、自己管理
アセスメントタスク：ポスターセッション形式の発表、パラグラフライティング基礎Ｉ
評価方法：自己評価、クラスメート評価、教師評価、親評価

評価基準：言語、内容、構成、写真やグラフ、総合：ルーブリック5段方式

期間：45時間（10・11・12月）
流れ　(2～4年)　 人と動物のかかわりあい：多角的視点に気づく
	I.　物語読解
	II　調べ学習　
	III　比較

	「忠犬ハチ公」

音読、漢字、ことば、表現

物語＆表現図式ワークシート
｢ねこのシジミ｣
物語＆表現ワークシート
	ペットショップ訪問　観察
犬やねこに触ってみよう
インタビューの質問作り
インタビューの結果まとめ
	音楽｢犬のおまわりさん｣の歌詞中のイメージ

犬ねこ博士（図鑑作り）
図鑑で犬とねこ


	テキストタイプ：物語絵本
プロダクト：漢字クイズ物語＆表現図式シート　　視覚＆言語
	プロダクト：写真、インタビューシートとまとめ
身体＆人間関係＆言語
	テキストタイプ：図鑑＆楽譜
プロダクト：犬ねこ図鑑
音楽＆視覚＆言語


	IV　パラグラフライティング基礎Ｉ
	V　発表

	比較文（形式シート使用）
· 物語りの中の犬とねこ　

· 音楽の中の犬とねこ

· 図鑑で調べた犬とねこ

· 犬とねこが使われていることわざ

出来た比較文のドラフトをグループごとに読んで、おかしいところ等を質問する→グループで話し合う→仕上げる
	招待状（家族、担任の先生、校長先生）

当日プログラム作り

発表会当日についての話合い
発表練習、
発表：調べ学習（ポスターセッション形式）
比較文（口頭発表）
犬ねこ博士図鑑(展示)

	プロダクト：比較文　　

視覚＆人間関係＆論理
	プロダクト：招待状、プログラム
言語＆人間関係


概要：
I読解Ａ：「はちこう：忠犬ハチ公の話」

ステップ１．クラス全体
　　　　　－開始前３択クイズ：Ｑ１．ハチ公という犬はどんな種類の犬か？シェパード、コリー、秋田犬　Ｑ２．どんなしっぽか？短い、巻いている、たれている。
             (興味関心を引く。内容を楽しみにする)
　　　　　－表紙、裏表紙からどんな話だと思うか。どうしてか、理由は何か？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（考える根拠/理由を引き出す。）

　　　　　－教師読み聞かせ：Ｑ物語にはだれがでてきたか。主役はだれか。
　　　　　－音読一ページ、分からないことばがある人？どんなことをすると分かるか？
　　　　　　　　絵の中にヒントがあるか。どこかでそのことばを聞いたことがあるか。

どんな話、文の中だったか。等（ヒントを得るストラテジー）

　　　　　－同じような要領で一緒に音読して分からない意味を調べる方法を学習する。
ステップ２．グループ/ペア
　　　　　①グループで話し合いながら、物語展開シートを使って書く。（図式化により分かりやすく全体像を把握しやすい。）　　　　　

　　　　　②物語の中に出てきた漢字で読めるものに黄色を付け、新しい漢字にピンクでハイライトする。新しい漢字をシートに書き順を含め練習する。話し合いながらことばを使って文を作って書く。
　　　　　③ハチ公はどんな犬か、物語から手がかりとなることばや表現をさがしてワークシートに書き出す。それをもとに絵をかく。

－ワークシートと絵を基に文章に書く。

－他のグループと比較する。違いを発見して、どうしてちがうのか話し合う。
　　　　　－自分の知っている犬とハチ公はどう同じで、どう違うか話す。
読解Ｂ：「ねこのシジミ」：読解Ａと同じようにクラスな内で、

ステップ１．のところまで教師と一緒に教室で学習する。
ステップ２．①～②は宿題。物語展開シート、漢字シート、手がかりシートを使い書く。
　　　　－③シジミはどんなねこか。ワークシートを基に文章を書いたものを比較する。

II. 調べ学習　「ペットショップ訪問」

ステップ１．クラス全体

　　　　①開始前：どんなペットを知っているか。図を使ってブレーンストーミングする
　　　　－お店でどんなインタビューをするか、質問の内容と調べたい内容を話し合う。
　　　　　例） ・ペットの種類、何種類。
・一番人気のあるペット（なぜ？理由も）
・一番高いペットの値段と安い値段？

・めずらしいペットは？どこの国から輸入？（どうして?理由も）

・それぞれの鳴き声はどんな声か調べる
　　　　－各グループインタビューの質問を選ぶ。
　　　　②ペットショップに行って、インタビューや調査をする。

　　　　－お店でのインタビューの仕方。例）インタビューをお願いします。～ありがとうございました。（現地のお店の場合：日本語→英語(店)→日本語(発表））
　　　　－いろいろなペットに触ってみる。

　　　　－インタビューをする。

　　　　－ペットの写真を撮る。

ステップ２．グループ

　　　　①インタビューした結果を各グループでまとめる。写真、絵、グラフ、見取り図　　　

　　　　　等使って工夫して、ポスターセッション形式で発表する用にまとめる。
　　　　－何を、どのように書くか話し合う。

－ペットショップを模造紙に再現する。写真　　　　
III. 比較

ステップ１．クラス全体

①音楽｢犬のおまわりさん｣を聴く＆歌う
歌詞の中の「犬のおまわりさん：まいごのこねこ」のイメージの比較

グループ②それぞれにどんなイメージを持ったか。

　　　　③なぜか。イメージを作っていることばを歌詞から書き出し、シートに書く。

ステップ２．犬とねこの共通点と相違点をシートに書く。

　　　　①グループに分かれ図鑑を見ながら調べる。絵もかいて犬ねこ博士の図鑑作り。
　　　　－体の仕組み　－機能　－社会性　－先祖等
IV. パラグラフライティング
グループ

　　　①比較文（形式シート使用のことばに導かれながら、今まで作ったシートを基に発展させて書く。グループごとに一つ選ぶ。
　　　　　・物語りの中の犬とねこ　の比較　　　・図鑑で調べた犬とねこ　の比較
・音楽の中の犬とねこ　　の比較　　　・犬とねこのことわざ　　の比較　　　　　

　　　　②出来た比較文をグループごとに読んで、おかしいところ等質問する→仕上げる
V. 発表　

クラス全員

ステップ１．

①招待状（観客として家族、友だち、現地校の担任の先生、校長先生に是非2言語の成果を見てもらうことにより理解を深めてもらう）

　　②当日プログラム作り
③会当日についての話合い（役決め、流れと時間割決め）

④発表練習　始めの挨拶　司会、終わりの挨拶
ステップ２．
①発表当日

－調べ学習（ポスターセッション形式：ペット店でのインタビューの結果）
－パラグラフライティング比較文（口頭発表）
－犬ねこ博士(展示)
流れ（５～７年）「人と動物のかかわり」多角的視点から
	I. 物語読解　 
	II　調べ学習
	III　解説文＆記事読解＋DVD 

	またぎ｢なめとこ山の熊｣
物語図式ワークシート

心情表現リストシート

猟師の視点＆熊の視点｢互いの命のやり取り｣
	動物を野生動物と家畜に分類

人と動物はどんな種類の係わり方があるか考える。家畜(食肉乳)実験用、狩猟、働く、展示(動物園)、ペット(いやし)資料、図鑑
	・｢ペットは家族の一員か｣記事

· 第2章「動物園とは何か?：

野生動物はペットではない」旭山動物園
・DVD｢星になった少年｣象使い


・・
	IV　パラグラフライティング基礎II　グループ
	V　ディベート基礎Ｉ　　　グループ

	反論文（図式フォーム使用）

｢動物園で飼育されている動物は不幸である｣
グループごとに反論文のドラフトを書く。書いたドラフトに他のグループから質問してもらうことをくり返したドラフト→完成させる→発表
	陳述文　( 図式フォーム使用 )
｢ペットだったオラウータンは自然環境へ適応できるか」インドネシアNPO記事を読む
｢密猟されてペットにされたオらウータンを自然環境に戻すのはオラウータンにとって幸せである｣Yes/No　資料の集め方、読み方学習 


制作者の反省・感想：
継承語グループでは、「多角的視点を持つ」というコンセプトを基にテーマを背景知識や語彙知識を含むリーディングストラテジーを使いながらテキストを理解し、効果的にその思考のレベルを高めていく多読教材のユニットを作ることを目標にした。

また、小学校、中学校、高校、大学と大きく4つのレベルが同じユニットのコンセプトを基にスパイラル状に発展させていく内容重視のカリキュラムを立てていくことも目標にした。活発な話し合いがされた後、4人がそれぞれ自分の学生を対象にプランをした。短時間であり、手許に教材、資料がなく作成したため、時間が許されれば、もっと適切な読み教材の組み合わせができたのではないか。また、スモールステップがもう少しないとこなせないところも含んでいるかと思う。そのため、実際に使う時はもう一度練り直したいと思うが、今回作成したプランを基に新年度は始めたいと思う。
